
2016-(1)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１６年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース―目次―No.130 

 
会長就任挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
第 2 回指導者育成実技セミナー終了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
第 3 回北海道・東北臨床工学技士会開催のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
理事会からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
外部理事紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 
医療事故情報収集等事業医療安全情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 
RM ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 
8 月からの予定表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 
頑張れ！フレッシャーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 
同一施設まとめ郵送のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

平素より、当技士会への運営と活動に対してご理

解とご支援頂き、心より厚く御礼を申し上げます。 

 平成２８年度総会を終え第４期役員へ改選となりこ

の度会長の任を務めることになりました。 

当会は北海道臨床工学技士会として平成元年４月

より初代会長井関竹男氏により団体設立、２代目真

下泰氏が一般社団法人化の認可取得、３代目室橋

高男氏が公益社団法人の認可取得をされ、歴代の

役員の皆様のご功績に理事一同敬意を払い、その

意思・情熱を引き継ぎ当会の発展に寄与していく所

存であります。会員の皆様におかれましても会発展の

ため、ご理解ご協力賜り誠にありがとうございます。 

さて、当会の会員数は平成２７年度に１０００名を超

える大所帯となりました。北海道唯一の臨床工学技

士の職能団体として広く皆様に認知していただき、そ 
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して学術的に向上できるよう様々な活動を展開して 

おります。 

近年、臨床工学技士に対する必要性は向上しつ

つあり、平成１９年医療法改定により医療機器の適

正管理として医療機器安全管理責任者の設置、平

成２２年医療報酬改定にて透析液水質管理加算の

新設、呼吸ケアサポートチーム加算の新設、業務

指針として喀痰等の吸引、動脈留置カテーテルか

らの採血が認可、平成２６年には特定集中治療管

理料が新設され臨床工学技士の常駐化という条件

が盛り込まれました。 

これからも未来の臨床工学技士のために地位向

上、職域拡大となるよう一丸となり社会に貢献する

必要があります。 

医療機器の安全管理や適正使用に関する情報

発信や一般の方向けの講演会と学術技能の向上

および資質向上を両立し、公益社団法人として北

海道民へ還元しなければなりません。 

関係各位の皆様におかれましては、北海道臨床

工学技士会の活動とこれからの発展にご協力とご

支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

                ２０１６年６月吉日 
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平成 28年度 7月 13日の理事会において以下の

報告・協議がされました。 

 

・各委員会メンバー構成報告 

・定款・規定変更について 

・常務理事の活動報告 

・点検バン®について 

・北海道・東北連絡協議会（工学会）について 

・日本臨床工学会（青森）スタッフ依頼について 

・ＨＰ掲載依頼について 

・平成 28 年度第 1 回北海道医療・福祉関係職能

団体意見交換会（8 月 19 日）について 

・チカホパネル展について（8 月 27 日） 

・道臨工保険について 

・新入会員承認について（3 名） 

・会費未納者、自動振り込み手続き未完者につい

て（財務委員会） 

・会誌のメディカルオンライン登録検討について

（広報委員会） 

 

 岩手県盛岡市にて第 3 回北海道・東北臨床工

学会が次の通り開催されます。多数の皆様のご

参加をお願いいたします。詳細については web

サイトをご覧ください。 

 

会 期 2016年 10月 15日（土）・16日（日） 

会 場 アイーナ（いわて県民情報交流センター） 

学会長 菊池 雄一(岩手県立胆沢病院) 

 

演題募集期間 

2016年 7月 1日(金)～2016年 8月 15日(月)正午 

 

URL http://ce-iwate.umin.jp/index.html 
 2016 年 6 月 19 日(日)KKR 札幌医療センター

にて第2回指導者育成実技セミナーが開催され、

20 名の参加がありました。 

 本セミナーは若手指導に携わる臨床工学技

士・看護師の育成と向上を目的として企画され

ました。輸液ポンプ・シリンジポンプ・経腸栄

養ポンプに関する知識・技術の向上と、指導の

ポイントをより具体的に確認するために正しい

使用方法や安全に関する講演に加えて、各メー

カーによる実技セミナーが行われ、医療安全の

推進に繋げられる有意義なセミナーとなりまし

た。 

 本セミナーにて講義していただいた先生方、

座長の労をお取りいただいた先生方、そしてご

協力いただいた各メーカーの皆様に深く御礼申

し上げます。 

各メーカーによる実技セミナーの様子 

指導者育成実技セミナー 教育講演の様子 
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今号より、当技士会の外部理事の先生を不定期で紹介します。今回はいわき特許事務所

弁理士の岩城全紀先生です。 

私は平成２６年より外部理事を拝命しており

ます岩城と申します。簡単に自己紹介させて頂

きます。生業としております仕事は、弁理士と

いう資格に基づいた特許事務所というのをやっ

ております。特許事務所とは、発明や商標など

の知的財産について、法律に規定に従った書類

を作成し、お客様に代わって特許庁に代理人と

して申請をすることが主たる業務ですが、一般

の方には少々なじみづらい職業の一つではない

でしょうか。かくいう私自身も大学卒業後に、

その存在を知ったような次第であります。 

知的財産を扱う仕事と一口に申しましても、

非常に幅が広く、特許切れの医薬品が話題にな

ったりするように、薬学系やバイオ系の他、電

気系、機械系などの特許技術、又、意匠（デザ

インに関するもの）、商標（トレードマーク）、

著作権などが対象となりますが、小生の場合、

主として機械関連の特許技術、意匠、商標を一

応の専門としております。 

臨床工学技士の先生方は様々な医療機器を扱

っておられ、且つ、技術の高度化、専門化が進

んでいる昨今においては日頃の研鑽が欠かせな

い大変なご職業であると拝察しております。そ 

 

の点、私の場合も特許技術を扱う以上は本来勤

勉でなければいけないのですが、少年老いやす

く学成り難しということを痛感しつつも、５０

歳の坂を越えてしまった次第であります。 

私が技士会様の外部理事をさせて頂く切っ掛

けとなったのは、前会長の室橋先生より、現在

は登録商標となっている「点検バン®」について、

ご相談を受けたことです。技士会様が発案され

たネーミングであることから、室橋前会長の熱

心な要請を受け、自分なりの解決策を提案させ

て頂きました。 

これからも技士会様に多少なりともお役に立

てるように、謙虚、一期一会をモットーに、も

う一頑張りする所存です。至らない点が多々あ

ろうかと存じますが、今後もご指導・ご鞭撻の

ほど宜しくお願い申し上げます。 

平成２８年８月１日 

岩城 全紀 

いわき特許事務所 弁理士 

岩城全紀先生 

 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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◆RMニュース◆ 
 ＜呼吸管理怠り死亡と提訴  

岩手県に賠償請求＞ 

２０１３年に岩手県の病院で男性＝当時(７３)

＝が死亡したのは、病院側が呼吸管理を怠ったた

めとして、奥州市と仙台市に住む遺族が県に計約

３８８０万円の損害賠償を求めて仙台地裁に提

訴したことが３日、分かった。提訴は４月４日付。 

 訴状によると、男性は１３年３月、自宅寝室で

転倒して頸椎（けいつい）を脱臼。搬送先の病院

に入院中、たんが頻繁に出るようになったのに、

病院側が呼吸管理の注意義務を怠ったため、同４

月７日に死亡したとしている。病院側は死因を

「たんで気道がふさがり、無酸素状態が続いて脳

へのダメージが生じた」と説明した。 

 遺族側は、意識障害がある中で両手を拘束され

ており、自力でたんを取り除くことはできなかっ

たとも主張している。 

 岩手県の担当者は「訴状の内容を確認して、今

後の対応を検討したい」と話した。 

2016 年 6 月 6 日 (月) 配信：共同通信社  

 

＜加湿器に誤って消毒液 

 肺炎入院１歳児のベッド＞ 

 名古屋市西区の病院で５月、肺炎で入院した

男児（１）の酸素テントの加湿器に、精製水と

間違えて消毒液を入れるミスがあったことが９

日、病院への取材で分かった。病院によると、

男児は６月２日に退院し、健康被害は確認され

ていない。医療ミスと認め家族に謝罪した。 

 男児は５月２４日夜、肺炎と診断され入院。

治療用にベッドをビニール製の酸素テントで覆

い、２０代の女性看護師がテントの加湿器に消

毒液約４０ミリリットルを入れていた。精製水

と消毒液は同じ棚にあり、看護師が使用時にボ

トルの確認をしていなかったという。ボトルは

色や形状が似ていた。 

 テントを取り外した２７日、加湿器のタンク

の異常から取り違いに気付いた。また加湿器に

注水を続けていなかったことも判明した。病院

は同日中に家族に経緯を説明し、退院翌日に院

長が正式に謝罪した。 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 

2016 年 8 月 27 日（土） 

「日胆地区臨床工学技士会講演会」 

会場 苫小牧日翔病院 2F 目的ホール 

 苫小牧市矢代町2丁目9-13 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/h28files/nitta

n_20160827.pdf 

****************************************** 

2016 年 9 月 2 日（金）～9 月 3 日（土） 

「サッポロライブデモンストレーション 

コース2016」 

会場 ロイトン札幌  

札幌市中央区北1条西11丁目 

http://sldc.co.jp/ 

****************************************** 

2016 年 9 月 11 日（日） 

「北海道透析技術談話会」 

会場 北海道大学学術交流会館 

 札幌市北区北8条西5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/h28files/hok

kaido_tousekidanwakai2016.pdf 

****************************************** 

2016 年 9 月 17 日（土）～9 月 18 日（日） 

「生体医工学シンポジウム2016」 

会場 旭川市大雪ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ 国際会議場 

 旭川市神楽3条7丁目 

http://jbmes2016.jsmbe.org/ 

****************************************** 

 病院の調査では、加湿器に同量の消毒液を入

れると、約３時間で止まったという。 

 病院は職員にボトルの確認を徹底させるほ

か、精製水と薬剤を別に保管するよう再発防止

策を実施したとしている。 

2016 年 6 月 9 日 (木) 配信：共同通信社  
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このコーナーは、平成 2７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2８年 3 月に北海道科学大学を卒業し、現在 JA 北海道厚生連帯広厚生病院に

て勤務中の中村一輝さんです。 

 

JA北海道厚生連帯広厚生病院  

中村 一輝  

私は、平成 28年 3月に北海道科学大学 医療

工学部 医療福祉工学科を卒業し、4 月より JA

北海道厚生連 帯広厚生病院 医療技術部 臨床

工学技術科で勤務しています。 

当科で行っている業務は透析業務、手術室業務、

ICU 業務、心臓カテーテル業務、内視鏡業務、高

気圧治療業務、ME センター業務など多岐にわた

っております。その中で私は、各部署を約 2週間

ごとに回り、先輩方に指導していただき日々努力

をしています。 

最初の頃は右も左もわからず、ただひたすら先

輩に言われたことを確実にこなしていました。し

かし部署によっては完全に 1 人でやらなければい

けない業務もあるので、今何をしなければいけな

いのか、何が起こると予想され、それに対してど

う動かなければいけないのかを常に考えて業務に

挑まなければいけないと先輩の技士に指導いただ

き、仕事に対する向き合い方を考え直しました。 

現在は日々自分が行う業務は勿論、先輩の技士

や他の医療スタッフの方が行っている仕事に対し

て、「なぜこのようなことを行っているのか」とい

う疑問を常に持ち、疑問が出た時点でその場で解

決できるように心掛けています。基本的なことだ

とは思いますが、これが日々の達成感に繋がり次

へのモチベーションにも繋がることだと信じてい

ます。先輩の技士の方々も時に厳しく時に優しく

指導してくださるので、理解を深めることができ、

先輩方を手本に努力していきたいです。 

入職して 3か月が経ち職場にも少しずつ慣れて

きましたが、出来ない業務はまだ沢山あり力不足

を感じる毎日が続いています。しかしこのような

恵まれた環境で働くことが出来ていることに感謝

し、将来はすべての業務が行うことが出来るゼネ

ラリストを目指し、他の医療スタッフや患者様か

ら信頼される臨床工学技士を目指し日々精進して

いきたいと思います。 
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現在正会員の郵送物は全て個別に郵送しております。郵送コスト

削減策として 8月の技士会ニュースより、同一施設まとめ郵送を

実施することになりました。角 2封筒 1枚に個別包装された郵送物

をまとめて入れることにより郵送代が大幅に節約できます。なおご

自宅が郵送先の方は今までどおり郵送いたしますが、できる限り各

施設への郵送に変更していただけますよう、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 
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前田印刷株式会社 

〒078-8233 
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２番２０号 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 統括診療部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 


